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《第３４回全国大会》
全国大会開催の言葉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本比較文化学会　中・四国支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び大会準備委員長　奥村 訓代
この度は、中国地区会員確保・規模拡充をもくろみ、岡山での開催を予定しております。宣伝やアピールを兼ねての場所確保や交渉は、会員が手薄な地域ゆえ思い通りにスムーズには進んで居ないのが現状で、皆様には多大なご迷惑をおかけしています。しかし34回大会は６月９日（土）に開催されます。研究発表を予定されている方は是非、申し込み期間内にご応募いただければ幸いです。（各種申し込み締め切りは、４月23日です。詳細は、第34回大会情報で確認してください！）　

研究発表で例年と異なる点は、口頭発表だけでなくパネルセッションを加えたことです。口頭発表は15本程度と少なくなりますが、パネル発表を５本程度予定しています。広く参加者全体に研究内容を知らしめる場合は、パネル発表が最適です。みなさんのご参加、心よりお待ち申しております。
《日本比較文化学会第34回大会日程ならびに研究発表募集のお知らせ》

日本比較文化学会　中・四国支部長および

大会準備委員長　奥村 訓代
1.　日程

　　日時：2012年６月９日（土）

　　会場：吉備国際大学（岡山県）予定
２．発表募集要項
今回は時間的な制約がありますので、口頭発表15本程度+パネルセッション5本程度を予定しています。口頭発表者、パネルセッション発表者を下記要領にて募集します。

また、シンポジウムを以下のタイトルで行います。各支部からシンポジウムのパネリストを1名ずつご推薦ください。こちらの締め切りも４月23日です。
シンポジウム：【内から見る文化、外から見る文化；それぞれの視点から】
　〈応募書式〉レジュメはA４サイズ１枚以内で作成して下さい。Wordを40字×36行に設定し、中央1行目にタイトル、1行あけて、氏名のあと（　　　）内に所属を記入。1行空けて本文。
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〈送付先〉　A４サイズ１枚のレジュメを添付ファイルにして、以下の投稿アドレス（奥村訓代宛）までお送り下さい。なお、口頭発表かパネルセッションかの別、並びに口頭発表の場合は使用機器等の要望を、投稿時にメールでお知らせください。
　　　投稿アドレス： takapi9332[アットマーク]hotmail.com 
（ご質問もこちらまで）

　〈締め切り〉　2012年４月23日
（採用・不採用は、４月30日までにご連絡致します。）
《支部報告》
東北支部
＊[報告]　東北支部大会
下記の日程で東北支部大会を開催しました。詳細は近日中に日本比較文化学会ホームページ「新着情報」にアップされますので、そちらをご覧ください。
　　　日時：2012年3月10日（土）15:00～
場所：弘前学院大学　（弘前市稔町13-1弘前学院大学）

支部長　佐藤　和博
関東支部

＊[報告]　第30回研究発表会（例会）
日時：2011年12月17日（土）　

場所：創価大学国際交流センター
プログラム
１．研究発表
(1) 曹　娜（東京学芸大学大学院）「中国語話者による書き言葉における日本語の受身形の使用状況―構文上及び意味上の特徴に注目して―」
(2) 薛　格芳（明星大学大学院）「台湾高校歴史教科書に見る日本―2006年版教科書を中心に―」
(3) 林　英一（慶應義塾大学大学院）「村落独裁の実態―ポスト９・30研究序説―」
(4) 王　媛（一橋大学大学院）「浄土変相図に描かれる迦陵頻伽の考察―敦煌壁画を中心に―」
(5) 水島　孝司（南九州短期大学）「短大生の言語観の実態に関する一考察」
(6) 前田　浩（新島学園短期大学）「日本人大学生の書く英語の問題点―日本の英語教育の視点から―」
２．講演
藤井　香（創価大学フランス語担当非常勤講師）「日仏の異文化の中で」
＊[お知らせ]　2011年度関東支部総会および第31回研究発表会

下記の日程で関東支部総会および研究発表会を開催します。

日時：2012年３月31日（土）14::00～

場所：創価大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　野口　周一
中部支部

＊[報告]　第２回中部支部会
日時：平成23年12月22日 18:00～    会終了後忘年会
場所：浜松学院大学
（報告事項）

　前回協議事項の確認：　１．年間支部会開催日数・4回　２．研究発表会開催（平成24年２月18日）　３．支部総会（３月中）　４．中部支部預金口座開設について
（協議事項）
１．中部支部研究報告者募集締め切りを平成24年１月20日まで延長。
２．事務局長代行について：現川口事務局長、都合により休職、渡部いづみ氏（浜松学院大）
　　を代行とする。
３．平成24年度役員について：３月の支部総会で審議。
４．支部会費1,000円の年度末までの納入依頼をする。
５．その他、支部総会の３月開催。開催日を早急に決める。
支部長　岡本　武昭
関西支部

＊[報告]　2011年度12月例会
　　　日時：2011年12月10日（土）

　　　場所：同志社大学今出川キャンパス

プログラム
１．関西支部総会
２．研究発表

（第１室）
(1) 呂　慧君（関西学院大学大学院）「内山完造の中国観―『大陸新報』を中心に」

(2) 藤田　昌志（三重大学）「高山樗牛の日本論・中国論」

(3) エルデミール・ヴォルカン（トルコ・エルジェス大学）「西洋の日本観・ピエール ロチと19世紀の日本文化」

（第２室）
(1) 岩田　聖子（追手門学院大学）・中条貴夫（追手門学院大学）「言語教育におけるCALL学習の役割―学生と教員の実態および意識調査から」

(2) 野口　久美子（同志社大学）「北米先住民社会における部族形成過程の考察―帝国主義下におけるチーフの役割と先住民のディアスポラ―」

(3) 日高　真帆（京都女子大学）「Saloméはレーゼドラマか」

３．講演

中川　久公（京都ゑびす神社宮司）
「洛中洛外よもやま話--つれづれなるままに」
＊[お知らせ]　来年度も10月、12月、３月の３回の例会を予定しております。皆様ふるって研究発表にご応募ください。なお、2012年度より、関西支部事務局長を兵庫県立大学の金志佳代子先生にご担当いただくことが決定いたしましたので、ご報告いたします。
支部長　北林　利治

中・四国支部

＊[報告]　中・四国支部会

　　　日時：2012年２月18日（土）　13:00~17:00  　　　
場所：高知大学　人文学部１F
プログラム
12：30　受付

13：00　講演
内田　泰史（内田脳神経外科理事長）「国際貢献、高知からの挑戦」　

14：00　研究発表

(1) 大内　彩（高知大学大学院）「着点を表す「に」の韓国語助詞e とro/euroに関する一考察」
(2) 小笠原　麻衣子（徳島大学）「外国人児童の自己実現を目指すバイリンガル教育」
(3) 張　守祥（中国・佳木斯大学）「中国残留日本人の生活圏だった地域における多言語景観
--黒龍江省方正県を事例に--」
(4) 坂本　雅代（高知大学）「第100回看護師国家試験問題の用語表記についての検討」
17：30　懇親会　　参加費3000円

学会自体は40名の参加であったが、非常に内容の濃いものとなった。懇親会の参加者も24人と、その充実ぶりが伺え、延々と３時間半に及び話題はつきなかった。
支部長　奥村　訓代
九州支部
＊[報告]　2011年度　九州・中国四国・関西3支部合同研究会
日時：2011年12月17日（土）
場所：西南女学院大学
プログラム

１．デニス・ウールブライト教授（西南女学院大学）によるクリスマスソング
２．研究発表：発表者は以下のとおりです---
樋口真己（西南女学院大学）、奥村訓代（高知大学）、戸田由美子（高知大学）、坂本雅代（高知大学）、兼本円（琉球大学）、中村茂徳（西南女学院大学）、林裕二（西南女学院大学）、瀬本阿矢（滋賀県立大学）、塚本美穂（福岡女子大学大学院）、藤原まみ（九州栄養福祉大学）、中村友紀（関東学院大学）、武富利亜（九州大学大学院）、西岡和子（西南女学院大学）、高瀬博（福岡県立新宮高等学校）、初シンニ（久留米大学大学院）、水野崇（九州大学大学院）、藤岡克則（愛媛大学）、前田昌子（京都大学大学院）　
＊[報告]　九州支部大会
日時：3月10日(土)　13:00～

場所：西南女学院大学

研究発表：
(1) 林　裕二（西南女学院大学）「伊豆の踊子と二つの英訳の比較」
(2) 藤枝　善之（京都外国語大学・短期大学）「名台詞の字幕翻訳」 
(3) 樋口　真己　「地域をつくる学びとしての地域学の意義（２）―筑豊における住民主体の環境学習の取り組みを手がかりにー」 

(4) 藤山　和久（九州大学大学院）「原始の「闇」から文明の「病み」へ―Joseph Conradのアフリカ世界」
(5) 塚本　美穂（福岡女子大学大学院）「『蝶の時代』におけるミラバル姉妹とアルバレスの関係」
(6) 中村　茂徳（西南女学院大学）「英国ナショナル・トラスト共同創始者ハードウィック・ドラモンド・ローンズリィに関して―湖水地方での自然保護活動―」
(7) 西岡　和子(西南女学院大学)「日本語ビジネス誌のレトリック構造」
(8) 山崎　祐一（長崎県立大学）「異文化理解の要素を取り入れた小学校外国語活動--子どもたちはどうしたら英語に興味を持つのか--」
支部長　八尋　春海
《事務局より》
　事務局長　長谷部　陽一郎
　本会報の前号でもお知らせしましたとおり、現在、事務局業務の一部を外部業者に委託する計画を進めています。4月には新たなシステムのもとで新年度を開始できる見込みです。これにより、会員数の増加によって近年大きくなっていた定型業務の負担が減りますので、学会ウェブサイトの拡充をはじめ、会員の皆様に役立つ仕組み作りにいっそう注力できることと思います。今後ともご理解とご協力の程お願い申し上げます。
○会員情報更新のお願い
住所不明により学会誌や会報をお届けできない会員の方がいらっしゃいます。就職、転勤等によるお引越の際には忘れずに会員調査書に新情報をご記入の上、事務局までお送りください。なお会員調査書は下記サイトよりダウンロードしていただけます。
＜日本比較文化学会ウェブサイト入会・会員情報変更＞
http://hikakubunka.jp/?page_id=97

＜入会申込書・会員調査書送付先＞
事務局長　長谷部陽一郎    Eメール： yhasebe[アットマーク]mail.doshisha.ac.jp
○会費納入のお願い
会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。2年以上未納（学生会員については1年以上）の場合には会員資格を失うことになりますのでご注意ください。すでに納入されたかどうか不確実な場合には、下記までお問い合わせください。
＜会費振込情報＞
郵便振替口座番号：02570-6-8921　加入者名:日本比較文化学会
振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。
＜会費についての問い合わせ＞
会計担当　金志佳代子    Eメール： kinshi[アットマーク]biz.u-hyogo.ac.jp 
《編集後記》
　東日本大震災から1年が経ちました。被災地で教育・研究の場に身を置かれている会員諸氏のこの一年が、着実な回復と前進の日々であったことをお祈りしております。　（中村友紀）
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